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平成 27 年度第３回逗子市総合計画審議会 会議概要 

 

日 時：平成 27年 12 月 25 日（金）19：05～21：05 

場 所：逗子市役所５階会議室 

出席者： 

【委 員】出石会長、木村副会長、稲委員、窪田委員、倉田委員、長島委員、橋本委員、

三原委員（途中退出）、山口委員、池谷委員、山西委員、柳沢委員 

【事務局】和田経営企画部長、芳垣経営企画部次長、福本企画課長、仁科企画課主幹、 

山道主事（記録） 

欠席者：０人 

傍聴者：０人 

【配付資料】 

・（資料６）平成 27、28 年度スケジュール 

・（資料７）総合計画基本計画の評価結果の活用について 

 

議事概要： 

１．開会 

 

２．総合計画審議会のスケジュール 

○ 総合計画審議会のスケジュールについて、資料６にそって事務局から説明を行った。 

 

３．前総合計画後期基本計画の評価について 

○ （資料１）（資料１－２）について、次の様な意見があった。 

＜第１節＞ 

・ ３ページの特別養護老人ホームについて、特養が 100 床、ショートステイが 20 床で

きたとのことだが、このことにより、待機者が今後いなくなる計画になっているの

か。 

・ ５ページの国民健康保険対象者の特定健診受診率の数字について、この数字は、市

の健診ではなく各自人間ドックなどを受けた場合には反映されていないと思われる。

数字そのものの正確性を吟味した方がよい。 

・ ７ページの総合的病院について、聖テレジア会が断念した事情を知りたい。 

・ 基本計画 18 ページには、地域包括支援センターをつくるという記載があるが、計画

策定当時はなかった地域包括ケアシステムという考え方が出てきて、この考え方は

高齢者だけでなく障がい者や児童に関係するところがあるため、そういった視点の

中で評価するなど、別の視点で評価する必要があるのではないか。 
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＜第２節＞ 

・ 13 ページ、市民意識調査の結果を目標としているもので、調査項目から削除されて

測定不能というのは説明責任が果たせていない状況である。 

・ 市民意識調査の結果を目標に掲げたにも関わらず、評価できなかったことについて、

問題意識の共有ができていなかったとのことだが、問題意識以前に総合計画を執行

できていなかったと言わざるを得ない。問題意識という曖昧な表現にしないほうが

よい。 

・ 14 ページ、児童生徒への図書館資料の１人あたりの貸出数の達成状況が、当時の現

状値よりも逆に少なくなっている。それにもかかわらず、なぜＢ評価としたのか。

今回の評価方法は理解できたが、新総合計画の評価は違う評価指標があるべきだと

思う。 

 

＜第３節＞ 

・ 17 ページ、緑被率について、達成状況に測定が困難とあるが、多少目標年次がずれ

ていても測定から類推して書くことはできないのか。もし、それもできなければ、

今後どうするのか。 

・ 19 ページ、市民一人当たりの都市公園面積について目標を立てているが、地域（字）

によって公園の偏りがある。市全体を数値で評価するだけでなく、字単位でどうい

うふうに整備するのかを評価する必要があるのではないか。 

・ 施設の種類によっては極めて分布を気にしなければ量が整備されても意味がないと

いうものもあるため、事業の執行には十分注意していただきたい。 

・ 20 ページ、ＥＭ菌の散布による効果の検証は行われているのか。 

 

＜第４節＞ 

・ 24 ページ、下水道について、市では分流方式が約 80 パーセント、合流方式が約 20

パーセントあると思う。今後、市は分流方式と合流方式の共存をしていくのか、そ

れとも分流方式に統一していくのか。 

・ 25 ページ、狭あい道路の目標について、単に４メートル幅員という道路の幅のみ

を目標としているが、路地空間に対する評価や保存・活用を考えてもらいたい。目

標を達成できなかったということになっているが、そもそも目標設定に問題があっ

たと考える。 

・ 27 ページ、市営住宅の整備については、何か政策目標があるのか。また、空き家

の活用と市営住宅の関係を整理していく必要があると思う。 

 

＜その他＞ 

・ 評価が成績表のような扱いを受けがちである。現状を客観的、冷静に測定し、次の
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アクションにつなげるものであると考えるので、意図的に評価を高くさせないとい

うことを徹底していただきたい。 

・ 目標の数字の捉え方について、当初設定した数字と評価をする時点で状況が変わっ

てしまうことがあるため、非常に難しいと思う。現総合計画ではどうするのか、検

討していきたい。 

・ 評価はさまざまな視点や立場から総合的に判断されるべきだと考えるため、定量的

だけではなく定性的な評価も必要だと考える。 

 

４．その他 

事務局から、次回の会議の日程については、後日調整をする旨連絡があった。 

 

５．閉会 


